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ご
あ
い
さ
つ

　

皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
、
無
派
閥
、
地
元
在
住
、

電
車
通
勤
な
ど
「
庶
民
派
」
を
貫
き
、「
既
存
の

政
治
を
変
え
る
！
」
と
の
信
念
の
も
と
、
活
動

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
、
ま
き
は
ら
ひ
で
き
、

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
環
境
大
臣
政
務
官
と
し
て
地
球

温
暖
化
の
防
止
や
生
態
系
や
自
然
保
護
、
動
物

の
殺
処
分
ゼ
ロ
な
ど
に
取
り
組
み
、
埼
玉
県
で

は
初
め
て
と
な
る
総
理
へ
の
登
竜
門
、
青
年
局

長
を
務
め
、
副
幹
事
長
や
国
対
副
委
員
長
な
ど

も
務
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
以
来
、
さ
い
た
ま
市
国
会
議
員
と

し
て
は
初
め
て
厚
生
労
働
副
大
臣
を
拝
命
し
、

社
会
保
障
（
年
金
、医
療
、介
護
な
ど
）、福
祉
（
障

害
者
、
難
病
患
者
、
生
活
困
窮
者
等
）、
お
よ
び

雇
用
と
労
働
を
守

り
抜
く
責
任
者
と

し
て
活
動
し
て
き

ま
し
た
。お
陰
様
で
、

年
金
改
革
、
働
き

方
改
革
、
雇
用
情

勢
の
改
善
、
児
童

虐
待
防
止
対
策
の
大
幅
な
強
化
、
労
災
の
防
止
、

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
な
ど
、
国
家
国
民

の
た
め
の
結
果
を
残
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
厚
生
労
働
省
幹
部
と
し
て
は
初
め
て

ア
フ
リ
カ
へ
本
格
的
に
出
張
し
、
特
に
赤
ち
ゃ

ん
や
そ
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
命
を
救
う
支
援
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
後

50
年
間
の
長
期
的
視
点
で
の
我
が
国
の
新
た
な

人
道
外
交
を
主
導
す
る
も
の
で
す
。

　

10
月
初
め
に
退
任
を
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
も
変
わ
る
こ
と
な
く
「
一
番
弱
い
も
の
、
辛

い
も
の
、
苦
し
い
も
の
の
一
番
力
に
な
る
！
と

の
思
い
で
活
動
を
貫
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
支
援

の
ほ
ど
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

衆
議
院
内
閣
委
員
長
　
牧
原
秀
樹

16

16

17

17

17

今
や
地
球
全
体
の
緊
急
課
題
で
す
。

　

環
境
政
務
官
時
代
及
び
そ
の
後
も
地

球
温
暖
化
防
止
、
自
然
や
生
態
系
保
護
、

動
物
の
殺
処
分
ゼ
ロ
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
推
進
政
策
な
ど
を
リ
ー
ド
し
て

い
ま
す
。

　

知
的
財
産
権
保
護
も
含
め
た
技
術
支

援
も
最
大
限
に
行
い
、
日
本
が
経
済
面

で
も
環
境
を
核
と
出
来
る
よ
う
に
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

5
確
か
な
外
交
、
さ
ら
な

る
経
済
発
展
。
そ
し
て
国

際
競
争
に
勝
つ
日
本
を
つ

く
り
ま
す
。

　

様
々
な
技
術
力
や
安
全
保
障
状
況
が

目
ま
ぐ
る
し
く
動
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

パ
ワ
ー
オ
ブ
バ
ラ
ン
ス
が
激
動
す
る
中
、

世
界
の
中
で
置
い
て
行
か
れ
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
や
は
り
経
済
を
し
っ

か
り
す
る
こ
と
が
雇
用
の
確
保
や
社
会

保
障
、
福
祉
財
源
確
保
に
も
大
切
で
す
。

「
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
日
本
」
を
つ
く

り
ま
す
。

6
政
策
本
位
の
政
治
を
つ

く
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
巨
額
の
財
政
赤
字
、

国
際
競
争
力
の
低
下
な
ど
、
日
本
に
は

今
、
多
く
の
危
機
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

国
会
は
選
挙
や
権
力
の
た
め
に
あ
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
会
は
議
論
す
る

場
で
す
。
私
は
審
議
拒
否
を
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
致
し
ま
せ
ん
。

日
本
に
と
っ
て
真
に
必
要
な
議
論
を
行

え
る
国
会
を
つ
く
り
、
未
来
に
必
要
な

政
策
を
打
ち
立
て
て
い
く
政
治
を
つ
く

り
ま
す
。

1
私
た
ち
の
国
を
、
笑
顔

と
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
国
に

し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
や
人
工
知
能
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
本
来
の
日
本
人

が
持
つ
優
し
さ
、
親
切
心
、
支
え
合
い

を
大
切
に
す
る
国
に
し
ま
す
。
平
和
を

守
り
、
暴
力
を
な
く
し
て
い
き
ま
す
。

2
み
な
さ
ま
の
社
会
保
障
、

社
会
福
祉
、
年
金
、
雇
用

と
労
働
を
守
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
副
大
臣
と
し
て
働
き
方
改

革
法
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

一
人
一
人
の
個
性
や
能
力
が
最
大
限

活
か
さ
れ
、
仕
事
と
家
族
・
私
生
活
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
、
年
齢
や
性
別
等
に

か
か
わ
ら
ず
、
皆
が
活
躍
で
き
る
社
会

を
つ
く
り
ま
す
。
そ
し
て
年
金
、
医
療
、

介
護
、
障
害
・
難
病
福
祉
、
子
育
て
支
援
、

健
康
増
進
、
食
の
安
全
な
ど
も
守
り
ま

す
。3

障
害
や
病
気
、
虐
待
、

犯
罪
被
害
者
な
ど
弱
い
も

の
の
一
番
の
力
に
な
り
ま

す
。

　

落
選
中
、
一
番
苦
し
い
時
に
地
元
の

皆
様
か
ら
お
支
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
番
つ
ら
い
と
き
苦
し
い
時
に
力
に
な

れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
信
条
で
す
。

　

ど
ん
な
立
場
の
方
も
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
国
を
つ
く
り
ま
す
。

4
豊
か
な
地
球
環
境
を
未

来
に
残
す
た
め
に
、環
境
問

題
を
リ
ー
ド
し
ま
す
。

　

た
と
え
ど
ん
な
に
金
銭
的
に
豊
か
に

な
っ
て
も
、
地
球
自
体
が
滅
ん
で
し
ま

っ
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
環
境
は

盆
栽
町
踏
切
の
早
期

整
備
に
向
け
て

　

地
元
の
方
よ
り
、盆
栽
町
踏
切
に
つ
い
て「
踏
切

が
斜
め
に
な
っ
て
い
て
危
な
い
、歩
き
に
く
い
」な

ど
の
陳
情
を
頂
き
ま
し
た
。グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
両

サ
イ
ド
へ
の
設
置
、拡
張
。遮
断
機
の
移
動
な
ど
を

目
指
し
、
活
動
を
開
始

し
て
お
り
ま
す
。
地
元

の
皆
様
の
安
全
安
心
の

た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

■1940年生まれ
■昭和34年3月 埼玉県立熊谷農業高校卒業
■昭和37年2月 全国新農村建設同志会設立（常任理事）
■昭和58年5月～昭和62年5月　大宮市立別所小、宮原中学校ＰＴＡ会長
■平成元年12月 大宮市議会議員（連続3期）
■平成5年12月 全国新農村建設同志会会長就任
■平成10年1月 大宮市議会議長就任
■平成15年4月 埼玉県議会議員
■平成24年3月 埼玉県議会副議長就任
■平成24年4月 県議会盆栽振興議員連盟会長
■平成24年4月 県議会大宮アルディージャ後援会会長
■平成26年4月 Ｊ1プロサッカー大宮アルディージャ後援会副会長
■平成28年10月 バドミントン選手 奥原希望後援会・副会長
■平成30年4月 埼玉県立熊谷農業高等学校同窓会会長

埼玉の未来に全力投球！
■県政報告会を開催
6月9日、鈴木ひろし県政報告会を宮原
コミュニティセンター（多目的ホール）で
行いました。約300席の客席は、日頃か
ら地域の課題について一緒に取り組ま
れている方や支援いただいている方々
などで満席となり、ホール内は熱気に包
まれました。

参加
無料

申し込みは不要です。
直接会場へお越しください。
申し込みは不要です。
直接会場へお越しください。

9：30～
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

会
議
室
8
0
3

まちづくり、文教、市民生活各委員長
を務める。

予定

平成30年（2018年）11月13日（火曜日） 平成30年（2018年）11月13日（火曜日）

▲党副幹事長として、高校の先輩でもある谷垣禎一幹事
長の右腕として活動。牧原を谷垣２世だと言う方もいます。

▲青年局長として学生部
全国大会にて小泉元局長

と日

本の未来を語る。

▲厚労副大臣としてアフリカ、シエラレオネを視察。赤
ちゃんやお母さんたちの命を救う支援強化に努める。

▲人と動物が幸せに暮らす社会の実現に向け
ての牧原プランを、

環境大臣政務官として発表。殺処分は年間１２
万頭減少させました。

宮原

土呂
日進

加茂宮

●北区役所

●イオン
●鉄道博物館

●大宮盆栽美術館

●ステラタウン

今羽

吉野原

北部医療センター

宮原３丁目踏切

宮原地区 陸橋補修

吉野公園 樹木伐採

土呂町中島踏切

奈良町国道沿い
ガードレール設置

日進町
かもがわ遊歩道改修

宮原４丁目
高架橋補修

ガリバートンネル
補修

ベルク南側
用水路に蓋

上野 -東京ライン
創設

マ
ッ
キ
ー
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

プロフィール牧原秀樹衆議院議員4期
昭和４６年６月４日生まれ　　B型、ふたご座
　麻布高、東京大学法学部卒、ジョージタウン大ロースク
ール卒、国際弁護士（日本・ニューヨーク州）、柔道初段
　前厚生労働副大臣、元青年局長、元環境大臣政務官。
現衆議院内閣委員長。落選中、東日本大震災により親
や家を失った子どもたちの支援団体を設立。

好きなもの：麺類、納豆（ほぼ毎日食べてます！）、梅干し、せ
んべい。子ども。読書（なんでも読みます。司馬遼太郎氏
など歴史小説、東野圭吾、池井戸潤、百田尚樹、原田マハ
の各氏など何でも。おすすめあれば教えて下さい！）、映
画、旅行。スポーツ観戦。お祭り、お神輿。動物・自然（国
会では絶滅危惧種ともいわれる環境専門です）。正義。

嫌いなもの：政治の不正、対案なき悪口と批判、選挙目当て
の共闘や離合集散、有言不実行。戦争や暴力。貧困（撲滅
議連設立メンバーです）。公的なお金の私的使い込み。

議員宿舎なし、地元さいたまから電車通勤をしている唯
一の国会議員として、さいたまから日本を変える！と熱く
燃えています。

お気軽にどうぞ

048-854-0808

048-858-2635
office@hmacky.net

政治家に陳情や要望というと何か大
変なことのように思われるかもしれ
ませんが、生活の中での「困ったな
あ」にも丁寧に対応しております。
牧原も地域の色々な行事に参加さ
せていただいておりますし、スタッフ
も地域を回らせていただいておりま
すので、お気軽にお声かけ、ご相談
ください。

　

今
羽
町
・
本
郷
町
で
は
、大
雨
の

後
床
下
浸
水
等
が
起
こ
る
、
と
の

陳
情
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
で
の
事
情
を
色
々
伺
っ
た

と
こ
ろ
、避
難
所
指
定
さ
れ
て
い
る

泰
平
小
学
校
、泰
平
中
学
校
、大
宮

工
業
高
校
の
グ
ラ
ン
ド
に
も
水
が

溜
ま
っ
て
し
ま
い
、避
難
所
の
用
を

成
し
て
い
な
い
、と
の
ご
指
摘
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

浸
水
対
策
を
と
る
べ
く
、一
級
河

川
芝
川
改
修
へ
向
け
て
国
交
省
へ
の

要
望
活
動
な
ど
を
始
め
て
お
り
ま

す
。今
年
度
、改
修
工
事
８
億
４
２

０
万
円（
う
ち
、北
区
予
算
３
億
３

７
１
０
万
円
）の
予
算
を
確
保
。今

後
も
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一
級
河
川 

芝
川
改
修
に
向
け
て東宮原

北区陳情案件ＭＡＰ

牧原ひでき事務所 さいたま事務所

活動内容は常にウェブからも発信中！

http://www.hmacky.net/

facebook ＆ Twitterも更新中！

さいたま市中央区上落合2-1-24-5階

048-854-0808

048-858-2635

国会事務所
東京都千代田区永田町2-2-1　
衆議院第一議員会館　1116号室

03-3508-7254

03-3508-3524

弱
い
も
の
、つ
ら
い
も
の
、

苦
し
い
も
の
の

一
番
力
に
な
る
！

弱
い
も
の
、つ
ら
い
も
の
、

苦
し
い
も
の
の

一
番
力
に
な
る
！

県議会議員

鈴木ひろし衆議院議員

牧原ひでき

国・県・市
　 一致団結！

地域の課題にはともに
取り組んでおります

048-664-5318

048-652-0029

市議会議員

伊藤まなぶ
048-668-6065

048-668-6066

市議会議員

関根 信明
048-664-1313
048-663-7283

さいたま市北区日進町2-111-5 2F

sekine_nobuaki@yahoo.co.jp さいたま市北区宮原町3-326-1 2F

さいたま市北区別所町50-1

17土
11 オ

ー
プ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

オ
ー
プ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

よく自転車に乗っていますので
いつでもお声がけください！
よく自転車に乗っていますので
いつでもお声がけください！

北区活動ご報告号

2018/11　　まきはらNEWS北区　オモテ面　CMYK

日
本
を
こ
う
いう
国
に
し
た
い

皆
様
応
援
し
て
く
だ
さ
い！

生
ま
れ
て
良
か
っ
た

世
界
一
長
生
き
が
幸
せ
な
国
へ



ステラ
タウン

主
玄
関

サ
ブ
玄
関

プラザノース

P

P

旧
中
仙
道

島忠ホームズ

北区役所

至 

加
茂
宮
駅

プラザノース北側に
建設されます

予定地

　

初
当
選
以
来
、
ず
っ
と
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
の
一
つ
に
さ
い
た
ま
市
北
区
の
医
療
体

制
問
題
が
あ
り
ま
す
。
人
口
15
万
人
弱
の
区

か
ら
拠
点
病
院
が
移
転
し
、
も
う
一
つ
の
社

会
保
険
病
院
の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
し

た
が
、
つ
い
に
社
会
保
険
病
院
改
め
北
部
医

療
セ
ン
タ
ー
の
起
工
式
が
29
年
８
月
に
行
わ

れ
、
当
時
厚
生
労
働
副
大
臣
と
し
て
挨
拶
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
北

区
の
医
療
体
制
の

構
築
は
必
ず
や
り

遂
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
使
命
で
す
。

皆
さ
ま
か
ら
、
牧

原
が
地
元
の
代
表

と
し
て
出
て
い
て

良
か
っ
た
と
ご
信

頼
を
賜
り
続
け
ら

れ
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

▲2013年６月、関根信明市議、武山広道
市議、地元の皆様ともども田村厚生労働大
臣に陳情し、その後プラザノース北側への
移転が正式に決定いたしました。関係者の
皆さまに心より感謝申し上げます。

▲宮原小学校への通学路にもなって
いる、中山道（17号）を跨ぐ陸橋です。
補修され、きれいになりました。

厚労副大臣として参列。
これまでの困難な道のりを思い出しつつ、
万感の思いを込めて挨拶致しました。

厚労副大臣として参列。
これまでの困難な道のりを思い出しつつ、
万感の思いを込めて挨拶致しました。

＜３＞ ＜２＞

奈
良
町

16・17
号
バ
イ
パ
ス

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置

　

17
号
バ
イ
パ
ス
沿
い
奈
良
町
付
近

は
、
一
日
当
た
り
約
７
万
台
の
交
通

量
が
あ
り
、
飛
ば
す
車
も
多
い
場
所

で
す
。
小
学
校
の
通
学
路
に
も
な
っ

て
お
り
大
変
危
な
い
、
と
の
地
元
保

護
者
の
方
か
ら
の
陳
情
を
受
け
関
係

者
の
皆
様
と
共
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を

整
備
し
ま
し
た
。

宮
原
町
４
丁
目

ガ
リ
バ
ー
ト
ン
ネ
ル

Ｌ
Ｅ
Ｄ
交
換

　

宮
原
４
丁
目
ガ
リ
バ
ー
ト
ン
ネ
ル
は
通
学

路
に
も
な
っ
て
い
ま
す
が
、
照
明
が
暗
く
、

通
る
子
ど
も
た
ち
が
怖
が
っ
て
い
る
、
と
の

陳
情
を
受
け
ま
し
た
。
現
地
視
察
の
際
に
は

蛍
光
管
が
３
本
も
切
れ
て
い
る
状
態
で
し
た
。

す
ぐ
に
大
宮
国
道
事
務
所
に
依
頼
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ

を
使
う
よ
う
に
要
望
し
、
現
在
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
が
設
置
さ
れ
、
ト
ン
ネ
ル
内
が
と
て
も
明

る
く
な
り
ま
し
た
。

土
呂
町
中
島
踏
切

　

土
呂
の
踏
切
は
、
か
つ
て
踏
切
内
に
は
歩

行
者
帯
が
な
く
、
大
幅
に
狭
く
な
る
た
め
に
、

車
と
歩
行
者
・
自
転
車
が
接
触
す
る
極
め
て

危
険
な
踏
切
で
し
た
。
牧
原
が
田
中
孝
之
自

治
会
長
な
ど
皆
様
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
さ
い
た

ま
市
に
お
願
い
し
、
分
離
さ
れ
た
歩
行
者
帯

を
つ
け
、
今
は
最
も
安
全
な
踏
切
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

宮
原
３
丁
目
踏
切
は
国
道
17
号
と
新
大
宮
バ
イ
パ
ス
を
つ
な
ぎ
、
か
つ
宮

原
駅
東
口
と
西
口
を
つ
な
ぐ
私
た
ち
の
重
要
な
ル
ー
ト
と
な
っ
て
お
り
、
交

通
量
も
と
て
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
コ
ボ
コ
も
目
立
ち
、
車
・
自
転
車
・
歩

行
者
が
入
り
乱
れ
る
中
非
常
に
危
険
な
状
態

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
元
の
代
表
者
の
皆
様
と
も
ど
も
、Ｊ
Ｒ
東

日
本
本
社
担
当
役
員
に
要
望
書
を
提
出
し
、

踏
切
改
修
が
実
現
し
ま
し
た
。
枕
木
を
全
て

取
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
が
な
さ
れ
平
ら

に
な
り
ま
し
た
。高
齢
者
の
方
の
手
押
し
車
や
、

車
い
す
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
自
転
車
な
ど
、
通

行
し
や
す
く
な
り
と
て
も
助
か
っ
た
！
と
の

皆
様
か
ら
の
多
く
の
声
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

日
進
町
か
も
が
わ
遊

歩
道
改
修

　

デ
コ
ボ
コ
の
砂
利
道
だ
っ
た
か
も
が
わ
沿
い

の
遊
歩
道
を
、
地
元
の
方
か
ら
の
陳
情
に
よ
り
、

き
れ
い
に
改
修
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
の

憩
い
の
遊
歩
道
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

上
野-

東
京
ラ
イ
ン

の
創
設

　

牧
原
は
初
当
選
以
来
一
貫
し
て
地
元
さ
い
た

ま
か
ら
電
車
通
勤
を
す
る
唯
一
の
国
会
議
員
と

し
て
、上
野
‐
東
京
ラ
イ
ン
の
創
設
を
国
会
等
で

も
何
度
も
取
り
上
げ
後
押
し
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。開
通
後
は
、利
用
さ
れ
る
方
々
よ
り
、便
利

に
な
っ
た
、良
か
っ
た
、と
の
喜
び
の
声
が
寄
せ

ら
れ
、牧
原
に
と
っ
て
も
喜
び
で
あ
り
、活
力
の

源
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
や
れ
ば
で
き
る
！
を

皆
さ
ま
と
一
緒
に
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
国
の

対
流
拠
点
指
定
も
後
押
し
を
し
、私
た
ち
さ
い

た
ま
は
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
発
展
し
ま
す
！

吉
野
公
園
木
の
伐
採

　

吉
野
町
１
丁
目
吉
野
公
園
の
木
が
と
て
も

大
き
く
、
数
も
多
か
っ
た
た
め
、
影
が
多
く

暗
く
危
な
い
と
の
陳
情
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

樹
木
を
伐
採
し
、
ス
ッ
キ
リ
と
明
る
く
な
り

ま
し
た
。

宮
原
地
区 

中
山
道

（
17
号
）陸
橋
補
修

　

宮
原
小
に
通
う
子
ど
も
の
お
母
さ
ま
か
ら
、

「
歩
道
橋
が
、
サ
ビ
や
塗
料
の
は
が
れ
な
ど
で

見
た
目
も
悪
く
、
小
学
校
の
通
学
路
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
通
る
の
を
怖

が
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
何
と
か
な
り
ま
せ

ん
か
？
」
と
の
陳
情
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
場
を
確
認
す
る
と
、
確
か
に
ボ
ロ
ボ
ロ
な

感
じ
が
し
て
子
ど
も
の
目
線
か
ら
見
た
ら
コ

ワ
い
印
象
だ
な
、
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
す
ぐ

に
国
土
交
通
省
大
宮
事
務
所
に
連
絡
。
１
か

月
後
に
は
滑
り
止
め
の
金
具
５
ヶ
所
を
修
復

し
、
ペ
ン
キ
も
塗
り
直
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
迅
速
に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
国
土
交

通
省
大
宮
事
務
所
の
方
々
に
も
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

吉
野
町　

用
水
路
に

蓋
を
付
け
安
全
に

　

吉
野
町
１
丁
目
吉
野
変
電
所
の
前
に
あ
る

用
水
路
が
蓋
の
な
い
状
態
で
む
き
出
し
に
な

っ
て
い
て
、
歩
行
者
や
自
転
車
な
ど
が
落
ち

そ
う
に
な
り
危
険
で
し
た
が
、
地
元
の
方
か

ら
の
陳
情
に
よ
り
、
蓋
を
整
備
し
安
全
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
き
は
ら
が
安
倍

総
理
を
お
呼
び
し
、

鉄
道
博
物
館
と
盆
栽

美
術
館
に
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私

た
ち
さ
い
た
ま
が
誇

る
鉄
道
と
盆
栽
を
、

国
を
挙
げ
て
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
を
総
理

に
も
ご
理
解
い
た
だ

き
、
発
信
も
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
地
元

の
振
興
に
あ
ら
ゆ
る

尽
力
を
い
た
し
ま
す
。

宮
原
町
４
丁
目

高
架
橋
補
修

　

中
山
道
と
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
の
交
差
す
る
高
架
橋

で
す
が
、
汚
れ
も
ひ
ど
く
階
段
に
も
ヒ
ビ
が
入

っ
て
お
り
、
手
す
り
も
錆
が
ひ
ど
い
状
態
で
し

た
。
地
元
の
方
か
ら
の
陳
情
を
受
け
、
取
り
急

ぎ
ネ
ッ
ト
を
か
け
、
補
修
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
8
月
　
起
工
式

平
成
30
年
12
月
　
竣
工
予
定

平
成
31
年
3
月
　
オ
ー
プ
ン
予
定

牧原が

初当選以
来一貫

して取り
組んで

きました

牧原が

初当選以
来一貫

して取り
組んで

きました

▲

踏
切
改
修
に
つ
い
て
の
要
望
書
を
伊

藤
ま
な
ぶ
市
議
会
議
員
と
も
ど
も
Ｊ
Ｒ

東
日
本
に
提
出
し
ま
し
た
。

▲改修前の宮原３丁
目踏切。踏切内はデ
コボコで車、自転車、
歩行者が行きかい危
険を感じると多くの
ご指摘を頂いており
ます。

▲

改修後。平らに
した上、グリーン
ベルトを設置しま
した。

完成完成 施工前施工前

平成30年（2018年）11月13日（火曜日） 平成30年（2018年）11月13日（火曜日）

さ
い
た
ま
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー

平
成
31
年
3
月
1
日 

オ
ー
プ
ン

さ
い
た
ま
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー

平
成
31
年
3
月
1
日 

オ
ー
プ
ン

宮
原
３
丁
目
踏
切
、改
修

枕
木
を
取
っ
て
、全
面

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
に

宮
原
３
丁
目
踏
切
、改
修

枕
木
を
取
っ
て
、全
面

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
に

▲
設
置
前

▲

設
置
後

盆
栽
美
術
館・鉄
道
博
物
館
を
ア
ピ
ー
ル

盆
栽
美
術
館・鉄
道
博
物
館
を
ア
ピ
ー
ル

地
域
在
住
の
唯
一
の
国
会
議
員
と
し
て 

身
近
な
課
題
に
も
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

地
域
在
住
の
唯
一
の
国
会
議
員
と
し
て 

身
近
な
課
題
に
も
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
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